
岩手県健康増進計画口腔保健専門委員会（令和８年３月２３日開催）
専門委員からの主な意見

議事 質問・意見

（１）令和６年歯科疾
患実態調査の結果に
ついて
【資料1】

・令和４年の調査は診療所調査、今回は集会所調査に戻したが、それぞれの実施方法に係る課題を分析すること

・むし歯も歯ぐきの状況も２０歳未満は良好だが、２０歳を過ぎてから状態が悪くなっていると考える。環境整備が必要な
のではないか。

（２）イー歯トーブ８０
２０プラン（第２次）に
基づく令和７年度の
取組と令和８年度の
取組予定について
【資料３】

【学齢期】
・１２歳児一人平均むし歯本数の市町村格差が大きい。好事例の横展開が必要。
・幼少期からのフッ化物歯面塗布、集団フッ化物洗口の実施状況と１２歳児一人平均むし歯本数との相関を分析すること。

【イー歯トーブ８０２０出前健口講座】
・昨年度より件数、受講者数が増えたが、その要因は何か。

【障がい児・者の歯科保健】
・施設における歯科健診の実施回数を把握すること
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